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手法研究背景・目的

まとめ 参考文献

PVシステムの出力低下診断に関する研究

• 太陽光発電システムの導入に伴い、不具合事例も
増加

• 家庭用PVシステムにおいて、日射強度と温度を得
ることが難しく、既存のSTC補正式[1][2]を用いた
出力低下診断手法を使用できない

日射強度と温度の計測を必要としな
い出力低下診断手法の開発

[本研究の目標]

・同質な参照ストリング(R)と出力低下ストリング(D)が存在

・参照ストリングは発電特性低下がなく、Voc,STC, Isc,STC, FFSTCが既知

・同一環境下（日射強度G[kW/m2]、温度T[℃] ）においてI-V特性を計測

⇒エアマスの条件は除外[3]

＜前提＞

, ,( , ) ( , )oc D v oc R VV G T a V G T b=  +

, ,( , ) ( , )sc D I sc R II G T a I G T b=  +

FFFF ( , ) FF ( , )D R FFG T a G T b=  +

Voc, Isc, FFのそれぞれ

に線形性があると仮定
し、右式を用いて出力
低下を推定
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出力低下ストリング(ΔRs, ΔRsh)=(0,-)

出力低下ストリング(ΔRs, ΔRsh)=(1,-)

Voc,D(1,25)=234.5 (error：-0.3%)

Isc,D(1,25)=8.42 (error：0.8%)

FFD(1,25)=0.734 (error：-)

Pmax,D(1,25)=1449

(error：0.5%)

Voc,D(1,25)=235.2 (error： -)

Isc,D(1,25)=8.43 (error：1.2%)

FFD(1,25)=0.730 (error：3.3%)

Pmax,D(1,25)=1447

(error：4.6%)

✓ 日射強度と温度測定を必要としないI-V特性を用いた出力低下診

断手法の推定精度について検証を行った

✓ Voc, Iscに関して、線形性が成立し、推定誤差が1%以下であった

✓ FFに関して、いずれの場合も決定係数が1に近い値を取った

一方、出力低下時(ΔRs, ΔRsh)=(1,-)はFFの回帰直線の傾きが増大

し、過大評価されることが分かった

・場所：産総研つくばセンターD6棟屋上
・対象：2つのストリング(参照、出力低下ストリング)

・構成：8枚の多結晶モジュール(Kyocera：KJ186P-3CJCA)

・計測機器：I-Vカーブトレーサ(Kernel：PVA12270)

この成果は，国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の
委託業務の一環で実施し得られたものです. 
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出力低下ストリングの推定値と推定誤差

出力低下ストリングに出力低下がある・ない場合
において以下を検証

実験結果

Voc [V] Isc [A] FF Pmax, [W]

Reference 235.4 8.40 0.730 1443

Degraded 235.2 8.35 0.734 1442
(ΔRs, ΔRsh)=(1,-) 235.2 8.33 0.706 1384

参照ストリングと出力低下ストリングのSTC値

使用システム 模擬抵抗

 線形性があるか
 STC出力が正しく推定できるか


